
●本リリース(全２枚)は、大分県政記者クラブ・別府市政記者クラブ加盟各社に送信しています。 

 
 
 
 
 

立命館アジア太平洋大学 
報道機関 各位                              2012年 6月 6日 

                                                 APUリリース 2012-8 
 

ＡＰＵにて「異文化間教育学会 第３３回大会」を開催 
６月８日（金）～１０日（日） ＡＰＵキャンパス 

 
 立命館アジア太平洋大学（以下 APU）にて、6月 8日（金）～10日（日）の間、帰国子女教育、
在日外国人教育など、異文化間の教育問題の研究を行う「異文化間教育学会 第 33回大会」が開催
されます。 
 このたびの「異文化間教育学会 第 33回大会」は、異文化間教育学会（1981年設立）が、毎年 1
回行う 2012年度の年次学会として開催されるもので、全国から集まった研究者から、国際交流、海
外移住者、在日外国人、多文化環境など、さまざまな教育に関する研究発表が行われます。 

6 月 8 日(金)にはプレセミナー、9 日(土)には、特定課題研究「ルーツからルートへ：ニューカマ
ーの子どもたちの今」が行われるほか、学会員の口頭発表やポスター発表、懇親会など充実した内

容が盛り込まれています。また、大会最終日の 6月 10日（日）には、APUでも教鞭を執るジョン・
コンドン氏（ニューメキシコ大学名誉教授）による基調講演「You Can’t Go Home Again」が予定さ
れています。 

 
「学生の約半数が 83カ国･地域からの国際学生、教員の約半数が外国籍、授業は約 80％以上が日
英両語で開講」という国際大学である APUの教職員も、8日（金）のプレセミナーで「グローバル
人材育成のための初年次教育プログラム構築」、10日（日）のポスターセッションでは「多文化グル
ープでの活動を通し、グループはどう変容したか－アクティブラーニングプログラムからの考察」

と題し、研究成果を発表します。 
異文化間教育の実践の場とも言うべき APUで、このような取り組みが開催される様子をご取材い
ただければ幸いです。 
  

「異文化間教育学会 第 33回大会」開催概要 
  
 開 催 日 程：2012年 6月 8日（金） プレセミナー 
   6月 9日（土）～10日（日） 第 33回大会 
 会    場：立命館アジア太平洋大学 教室棟（F棟） 
   （大分県大分市十文字原 1－1） 
 主    催：異文化間教育学会  
 スケジュール：別紙参照 
 U  R  L：http://www.intercultural.jp/iesj2012/ 
 問い合わせ先：ibunka333@gmail.com 
 
※ 一般の方の参加も可能です。ご参加希望の場合は、参加費 7,000円（当日一般：懇親会別）を当日会
場の入口でお支払いください。 

※ 休日行事のため、ご取材いただける場合は 6月 8日（金）16:30迄に、APU広報担当（0977-78-1114）
までご連絡ください。 

 
【本発表資料のお問い合わせ先】  学長室（広報担当）担当：安岡・桜井 

Tel:0977-78-1114 携帯:090-5473-3803 Fax:0977-78-1113 URL：http://www.apu.ac.jp 
住所：〒874-8577  大分県別府市十文字原１－１ 

学会／取材案内 
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＜詳細スケジュール＞ 
 
6月 8日（金）大会前日 
 
13:00～16:30 プレセミナー 

①「海外体験における学びをはかる－Eポートフォリオによる学生成果分析の可能性－」 
（会場：F107） 

芦沢 真五（明治大学国際連携機構特任教授）、小松 大(朝日ネット) 
②「発達障害を通して考える教育の多様性」（会場：F110） 

ヒューバート 眞由美（立命館大学学生オフィス・特別ニーズ学生支援室 支援コー
ディネーター／臨床心理士） 

③「グローバル人材育成のための初年次教育プログラム構築」（会場：F111） 
Joe Hicks（立命館アジア太平洋大学 教育開発学修支援センター教授） 
立山 博邦（(立命館アジア太平洋大学 教育開発学修支援センター助教） 
下之門 直樹（立命館アジア太平洋大学 アドミッションズオフィス） 

 
6月 9日（土） 大会第 1日目 
 
9:30～12:00 特定研究課題「ルーツからルートへ: ニューカマーの子どもたちの今」（会場：F104） 
 コーディネーター…渋谷 真樹（奈良教育大学） 
 提案者…「学校における中国帰国児童の主体的な関係性の構築を目指して」高橋 朋子（近畿大学） 
  「見えないトランジション」児島 明（鳥取大学） 
  「地域のとりくみから見えること」榎井 縁（公益財団法人とよなか国際交流協会） 
 指定討論者…松尾 知明（国立教育政策研究所） 
  
14:00～17:00 研究発表（個人・共同）※ 
17:30～19:30 懇親会 
 
6月 10日（日） 大会第 2日目 
 
9:30～10:30 研究発表（個人・共同）※ 
 

10:45～12:15 基調講演「You Can’t Go Home Again」 
  John Condon (ニューメキシコ大学名誉教授) 
 
12:30～14:00 昼食、キャンパスツアー（希望者のみ） 
 
14:00～15:30 研究発表（個人・共同）、ケースパネル、ポスターセッション ※ 
 
 
 
※プログラムの詳細についてはhttp://www.intercultural.jp/iesj2012/pdf/program2.pdf をご覧ください。 
 

 


